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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
　・岩舘　俊治様～東病棟Aユニットへ医療保護入院
【転出】
・泉　沙耶様～東病棟Dユニット17室→西病棟Bユニット30室
【ユニット移動】
・七戸　康徳様～東A14→東B2
・大澤　

＜患者様連絡事項＞
・奥谷　五男也様～11/25　15時～ケアマネ、状態確認のため面会予約したとのこと。

・長谷川　実千代様～市民病院整形外科受診済。次回12/22 9:00出発予定

[bookmark: _GoBack]・長谷川　豊様～平賀内科からの持参薬を当院で切替処方して欲しいとの連絡あり。主治医へ報告するとし終話。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時気分高揚感持続しているがスタッフへの礼節は保たれている。時折大声を上げているがドア蹴り等粗暴性は見られない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将司様～時間隔離中。対面時妄想言動顕著だが不穏さはなし。ホールで書き物をして過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。						
・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感目立たず。危険行動なく臥床して休まれている。拘束部位トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察＞
・磯島　茜様～本人希望にてビタダン中止となる。スマホの使用について主治医よりルール再確認している。その他指示変更なし。

・佐々木　昭三様～本人より歯科受診希望あり。主治医より調整するよう指示あり。西転出について確認。退院の流れとして介護保険申請して施設入所となるので南転出でもよいとのこと。処方・その他指示変更なし。

・和田　昌様～ジスバルカプセル2Ｔ→1Ｔに変更となる。その他指示変更なし。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和7年11月19日　14：10
　氏　　名：岩舘　俊治様（いわだて　としはる）様
　生年月日：昭和60年6月26日（40）
　病　　名：アルコール依存症
　合併症　：アルコール性肝障害
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr.(サポート医：柞木田Dr)　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　八戸市にて出生。腹違いの兄がいるが交流なし。小、中、高校と
  地元で卒業。両親は小学校時に離婚しており、以降父と暮らして
 いた。高校卒業後は東京で5年程勤め、八戸へ帰郷。25歳頃より建
 具店に入職し、29歳時に結婚。2児を設けている。妻と結婚した時
 より、妻の宗教活動にストレスを感じていた。その後飲酒量が増え、
 酒臭を漂わせた状態で仕事をしていることがあった。R6年12月に妻
 から離婚の話を切り出されて以降不眠、抑うつ感、希死念慮が出現。
 R6年12月より仕事を休みがちになり、R7年4月後半より仕事を休み続
 け、R7年5月に離婚し現在独居。仕事も退職している。仕事休みがち
 になってからは、起きたら飲酒、ギャンブル（競輪）をして寝てを繰り
 返しており、消費者金融に借金もある状態だった。会社に消費者金融
 より連絡が来たことで上司が自宅を訪問し、はちのへ99クリニックを
 受診させる。そこでアルコール性肝障害の診断を受け、断酒治療の希
 望が聞かれたことで当院へ紹介となりR7年５月29日当院初診。アルコ
 ール依存症の診断を受ける。初診時より、できれば入院したいと思っ
 ているが、金銭的な面から難しいと話しており、節酒治療として外来
 通院していた。節酒治療開始後も酒量は減らせず、不眠続き、服薬ア
 ドヒアランス不良で経過。8/2には単純酩酊で救急要請あり、警察保
　護されている。９月より八戸市保健所も介入。9/19.20.11/6.7.10に
　飲酒後の胃痛・慢性的な下痢・精神的不調を訴え救急要請し当院へ
　収容依頼入っている。その後外来通院も２回キャンセルしているため、
　飲酒での状態悪化を防ぐため異母兄の同意のもと断酒できる治療環境
　に身を置き、離脱期終了後に治療についての方向性を本人と話し合う
　方針となる。異母兄の都合と当院の病床調整し、11/19入院予定となる。
　本日診察の結果、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。


